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1.研究の背景 

(1)人手不足問題 

日本の建設市場は 1997以降縮小傾向にあり，企業

数，就業者数ともに減尐基調にあった．しかし 2011

年 3月 11日に東北地方太平洋沖地震による被害から

の復旧･復興，政権交代，2020年東京オリンピック開

催などから需要が急激に増加し，人手不足の状況とな

っている．日本で建設業界に従事する人口はピーク時

（1995年）の 663万人に対し，2010年時点で 447万

人と 32.6%も減尐している．図 1は建設産業の入職と

離職の推移 1)である．長期間にわたり離職者数が入職

者を上回る傾向が継続してきた．それに加え入職者数

自体も減尐傾向にある．就業未経験の学生が建設産業

に対してノーイメージである 2)ことが入職者数が増え

ないこと及び就職後に離職が絶えないことの理由の一

つとして考えられる．学生にイメージを伝える働きが

けとして就業体験ができるインターンシップがある．

建設業が抱える人手不足の問題をインターンシップに

よって解決できないか調査した． 

 

図 1.建設業入職・離職者数の年別推移 

2.目的 

 本研究は就職先およびインターンシップ先選定のミ

スマッチの解決と，学生の学習との連携強化を目的と

する．日本国内におけるインターンシップの概要につ

いて整理を行い，欧米諸国と日本における産学連携教

育と就職活動について比較を行った．さらに筆者所属

の高知工科大学システム工学群・建築都市デザイン専

攻におけるインターンシップについて調査を行った．

その後インターンシップメニューの検討と付随する新

たなプログラムの提案を行った． 

3.インターンシップ概要 

(1)日本におけるインターンシップの定義 

 日本では 1997年に「インターンシップ推進に当た

っての基本的考え方」3)が文部省，通商産業省，労働

省より出されている．そこには「我が国においては，

インターンシップについては，『学生が在学中に自らの

専攻，将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと』

として幅広くとらえられている．」とある．この「将来

のキャリアに関連」という部分から，インターンシッ

プ先と就職する職種は同じである方が好ましいと考え

られる．また「就業体験」というフレーズからは実際

の業務に基づいたものであるべきとしており，いわゆ

る見学だけで終わってしまうものはインターンシップ

には含まれないとしていることがわかる． 

(2)日本のインターンシップ実施状況 

表 1は日本で単位認定を行う授業科目として実施さ

れているインターンシップの状況調査である．実施す

る大学は 7割を超えている一方で，参加学生は 2.2% 

となっている．この数字は 4学年全体に対するもので 



2 

 

 

あり，実質的には 2.2%×4学年=8.8%ということにな

るが，それでも 1割に満たないこととなる．これは文

化系学部も含む者であるが，全体としてインターンシ

ップの必要性に対する学生の認識が低いことが原因で

あると考えられる．  

(3)海外との比較 05)， 06)，07) 

 米国ではインターンシップの期間が 2ヶ月から 3ヶ

月が一般的であり，3週間未満の日本よりもかなり長

い．インターンシップ発祥の地である米国を含む先進

国の特徴を，インターンシップに大きく影響する大学

のスケジュールや就職活動と照らし合わせた． 

(a)米国 

インターンシップは主に夏季休業の時期に行われ

る．企業主体で開催するものを Internshipと呼び，産

学が連携しているものは Co-op Programと呼ぶ（日本

のインターンシップはこの二つを総称したもの）．イン

ターンシップ以外にも就業体験のプログラムが充実し

ており，また就職活動の際に就業経験が重要視される

ため職歴を持たない学生においてインターンシップの

必要性が極めて高い状況となっている． 

(b) 英国 

学士が 3 年で取得できるプログラムとなっている．

学生は第 2学年と第 3学年の間の期間をインターンシ

ップに充てる．これは「サンドイッチコース」と呼ば

れており，大学主体のキャリア教育プログラムである． 

(c)フランス 

 英国と同じく学士は 3年で取得できる．インターン

シップは在学中には行わずに卒業後，Stage（スター

ジュ)と呼ばれる職務経験を数ヶ月積む． 

(d)ドイツ 

 マイスター制度など独自のキャリア観がある．義務

教育の段階で大学進学コースと職業進学コースに分か

れ，大学以前から職業教育に力を入れている． 

(4)インターンシップ提案の前提条件 

表 2は大学スケジュール・インターンシップ及び就

職活動における日本と海外の比較を示すものである．

着色部は日本における条件として変更することが極め

て困難であるものを示している．欧米諸国と比較する

と，日本の大学はインターンシップ先の研修内容に対

しての関与が薄いことがわかる．また日本のインター

ンシップの期間が短い理由として，日本特有の新卒一

括採用の存在が挙げられる．その結果学生の就職活動

が同時期に集中し，大学側のスケジュールもこれに影

響を受ける．これは長期的な課題であり，本研究での

インターンシップ改善提案においてはこのような期間

の制約があるものとしてメニューを提案する． 

表 2.大学スケジュール・インターンシップ及び就職活動における日本と海外の比較 

表 1.平成 23年度大学等におけるインターンシップ 

実施状況調査 4) 
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4.高知工科大学におけるインターンシップの状況 

(1)建設産業界におけるインターンシップと就職先と 

の関係性 

 図 2は高知工科大学システム工学群・建築都市デザ

イン専攻内の平成 26 年度夏季インターンシップ先と

平成 27 年度就職先の関係性の比較である．斜線のグ

ラフがインターンシップ先と就職先の業種が同じ学生

を表している．インターンシップの段階で建設会社を

選んでいた学生は進学を除くと全員同業種へ就職して

いる．建設業には現物が見えているという特徴があり，

想像と大きく異ならないインターンシップであったも

のと考えられる．官公庁や建築設計事務所，建設コン

サルタントは建造物の現物を扱わず，業務内容が見え

にくい点が理由として考えられる．特に官公庁へイン

ターンシップに行った学生の内，公務員に就職した学

生と建設コンサルタントに就職した学生の人数が同じ

であることから， 官公庁のインターンシップではその

主たる業務のイメージが学生に伝わっていないことが

予想される． 上述の他にミスマッチの原因としては受

け入れ組織側にも事前準備や体制に課題があったこと，

学生のレベルがわからない，期間が短いなど複数の要

因が考えられる．解決すべきは学生に建設産業内の各

業界の役割分担を認知させることで，まずはインター

ンシップに至るまでの過程でミスマッチをなくす試み

が必要であると考える．また学生の内に具体的な経験

をさせておけば，就職後の業務内容に対する理解も早

まる．これは離職者数を減らすことにも寄与するもの

と考えられる． 

(2)アンケート調査 

建設産業界に従事している本学大学院社会システ

ムマネジメントコース（社会人コース）の方 9名を対

象に，所属組織が行っているインターンシップの目的

についてアンケートを行った．表 3はその集計結果を

示すものである．以下の 6項目（実践的な人材の育成，

採用活動の一環，企業の認知度の向上，学生及び大学

との交流，社会貢献，職場の活性化）に優先度をつけ

てもらい， 票数を重みづけで集計した．最も点数が高

かったのは「採用活動の一環」という回答であった．

また，大学が期待するような「実践的な人材の育成」

についてはあまり重視していないという結果であった． 

 また，同様のアンケートを建設マネジメント研究室

の学生 13名に対しても実施した．表 4はその集計結

果を示すものである 5項目（自身のスキルアップ，就

職活動の一環，企業に対しての理解，講義との関連性

の把握，単位取得）を同様に重みづけで集計した．最

も点数が高かったのは企業に対しての理解であった．

また，学生は講義との関連性をあまり重要視していな

いことも伺える．3-(4)で述べたように日本でのインタ

ーンシップは期間が短いことが前提条件である．短期

間で行わざるを得ないインターンシップは産学連携教 

図 2.高知工科大学システム工学群・建築都市デザイン専攻内のインターンシップ先と就職先の関係性 
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育が目的であることを学生・企業ともに共通理解とし

て持ってもらう必要がある．インターンシップを企業

紹介や業務内容紹介に留めず，実質的な就業体験とし

て機能させるために，産学連携教育の要素を補うため

の事前プログラムが必要な状況であると考えられる． 

5.ジョブシャドウイング 

ジョブシャドウイング（Job Shadowing）とは米国

の就業体験プログラムで「企業や職場で従業員に密着

し，特定の職種や業種について学ぶこと．様々な仕事

を観察し，キャリアを専攻するうえで役に立つ」と定

義されている 8)．米国では対象者が中学生と早い段階

でのプログラムであるが，現状の我が国の中等教育に

おける職業教育の状況や大学生の現状を見る限り，大

学生に対しても効果的であると筆者は考える．学生が

他業種との比較や自身の興味，適正を短期間で確認す

ることができ，インターンシップ時のミスマッチを未

然に防げると考えられるからである．受け入れのメニ

ューを組む必要がないので受入れ側組織の負担も比較

的軽い．以上よりインターンシップの事前準備として

ジョブシャドウイングの実施を提案する． 

6.高知工科大学における提案 

(1)「ジョブシャドウイング」の導入 

 ジョブシャドウイングは学生がインターンシップ先

を選定する際に効果的であると前項で述べた．高知工

科大学ではインターンシップ先を第 3学年進級直後に

決定する．第 2学年後期に「キャリアプラン基礎」講

義があるため，ここで扱うことも可能である．また「企

業見学」としてのレポートを課す形での実施も考えら

れる．この場合は提出レポートを受け入れ先へ提出す

るなどによって，事後のフォローアップが可能となる． 

 

(2)就業体験としての「インターンシップ」メニュー 

 受け入れ組織側は学生が学んできた講義内容がわか

らないため，メニューを大学側から提案する必要があ

る．学生側は自分が学んできたことを受け入れ企業側

にアピールすべきである．このとき学生の意見だけで

は説得力に欠けるため，担当教員からの提案も必要と

考えられる．現場見学に類するものはジョブシャドウ

イングで補い，インターンシップはゼネコンであれば

測量，コンサルタントであれば数量計算や構造計算，

建築設計事務所であれば図面作成や工事監理業務，官

公庁であれば関係者協議資料作成や発注業務など，実

務の補助をさせ，業務としての成果が残る就業体験に

することを検討する必要があると考えられる． 

7.結論 

 本研究では建設産業の産学教育連携をより有意義に

改善するために「インターンシップ」の概要を整理し

た．その結果，現在の「インターンシップ」は学生，

企業側共に企業理解を主眼としたものになっており， 

産学教育連携としては課題があることがわかった．本

研究ではそれを補うためのジョブシャドウイングの導

入と，インターンシップのメニューを企業側と大学側

で構築することの必要性について述べた． 

 特に，Job Shadowingと Internshipの違いが日本

に浸透すれば若年層の入職増加や離職低減，インター

ンシップでのミスマッチ防止など，多くの効果がある

のではないかと考えられる． 
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